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１．流域の概要

庄川
しょうがわ

は、その源を岐阜県高山市
たかやまし

の烏帽子
え ぼ し

岳
だけ

（標高 1,625m）と山中山の山中峠（標高 1,375m）に

発し、岐阜県内で尾上
お が み

郷
ごう

川
がわ

、六
む

厩
まい

川
がわ

、大白川
おおしらかわ

等を合わせて北流し、富山県に入り南砺
な ん と

市
し

小牧
こ ま き

付近で

利賀
と が

川
がわ

を合わせたのち砺波
と な み

平野に出て射水市
い み ず し

大門
だいもん

で和田
わ だ

川
がわ

を合わせて日本海に注ぐ、幹川流路延長

115km、流域面積 1,189km2 の一級河川である。

その流域は岐阜及び富山両県の７市１村からなり、流域の土地利用は、山地等が約 93％、水田や

畑地等の農地が約 6％、宅地等の市街地が約 1%となっている。

庄川流域の上・中流部は庄川峡に代表される峡谷が連続しており、御母衣ダム・小牧ダム等によ

るダム湖とブナ・ナラ等の自然林が雄大な環境を創り出し、連続したダム湖がＶ字谷を映して水面

をたたえ、山々と広大な水面が調和して独特の景観を形成しています。また、河川に沿って階段状

の河岸段丘が形成され、流域下流の平野部においては広い石河原に連続した早瀬、平瀬が存在し、

豊富な地下水が河川敷内のいたるところに湧水としてあらわれている。

また、史跡として、江戸時代初期に水害対策として築堤とともに松の木を数百本植えたとされる

松川除（指定文化財）、庄川流域を洪水から守る水神として古くから流域の人々に崇敬されてきた

弁財天等がある。
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図 1-2 湧水地群

図 1-3 御母衣ダム･御母衣湖

図 1-4 松川除

図 1-1 庄川水系とその流域
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２．事業の概要

（１）庄川総合水系環境整備事業

庄川総合水系環境整備事業においては、良好な水辺空間の創出のための地域連携事業を実施

する。

（２）事業を取り巻く状況

①砺波市の人口・世帯数の推移

本事業箇所である砺波市は、平

成 18 年に過去最高の人口（49,486

人）を記録し、近年は約 4.9 万人

で停滞傾向である。

停滞傾向にある人口とは対照的

に、世帯数は増加を続けているこ

とから、今後の世帯規模はさらに

縮小していくことが予想される。

また、人口ピラミッドグラフを

見ると砺波市では60～64歳の年齢

層が一番多く、高齢化が今後さら

に進むことが考えられる。

②河川水質の状況

庄川の水質（BOD75%値）の推移を見ると、各環境基準点において現行水域類型の環境基準を

継続的に達成している。

良好な水質の維持により、「庄川のアユは天下一」と呼ばれ、サケの遡上は日本で有数の遡

上量を誇るなど豊かな自然環境を維持している。これら資源は流域の住民のみならず、それを

目的に訪れる観光客、釣り師にも愛され親しまれている。

■ 神通川流域内人口（富山市）の推移
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図 2 - 1 砺波市人口ピラミッドグラフ

図 2-2 庄川平均水質（BOD75%値）の推移
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図 2-3 庄川の年間利用者数の推移

図2-7 庄川水まつり 流木乗り選手図 2-6 庄川峡と観光船

③庄川の利用実態

「河川水辺の国勢調査（河川空間利用実態調査）」による整備箇所の年間利用者数の推移に

よると、庄川では平成９年度をピークに河川利用者は減少している。

④雄神地区周辺の地域の魅力

雄神地区では、庄川温泉郷や庄川峡や庄川水記念公園等の多くの観光資源が存在する。
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⑤庄川温泉宿泊者数

鮎で有名な庄川の清流に添って温泉宿が点在する庄川温泉郷。近年、宿泊者は減少し、現

在、年間約 18 万人である。

（３）課題

・ 雄神地区では、庄川峡や庄川水記念公園等の多くの観光資源があるにもかかわらず、庄川

温泉郷の宿泊者は年々減少している。このような状況から、地域活性化に資する水辺空間

の整備が必要となっている。

・ 流域住民(特に高齢者)からの健康増進のための水辺空間整備のニーズが強い。

・ 江戸時代初期に水害対策として堤防を固めるために松の木を数百本植えたとされる「松川

除」は、戦時中に多く伐採され残っているのは極わずかとなっている。

（４）事業計画

項 目 内 容

目 的 砺波市は、庄川とともに歴史を刻み、庄川と深く結びついて発展してきた。

現在では、庄川（庄川峡）が観光資源として成立し、近接して各種スポーツ

施設や公園・緑地が配置され、多くの住民・観光客が訪れるなど日常的に利

用される水辺となっている。

これらの施設の中核をなす空間として雄神地区の水辺空間を整備すること

により、既存施設と有機的に結びつけ観光や地域の活性化を図るものである。

期 間 H21～H24（関連事業 H20～H25）

対象区間 庄川（雄神地区）

関係機関 砺波市

施策内容 国土交通省：通路工、側帯工、高水敷整正

砺 波 市：パークゴルフ場造成、多目的広場造成、植栽工

図 2-8 庄川温泉宿泊者数の推移
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（５）事業の経緯と進捗

平成 21 年 4 月に創設された「かわまちづくり支援制度」に基づき、砺波市から｢雄神地区か

わまちづくり計画｣が申請され、平成 21 年５月に国土交通省河川局長より認定された。

雄神地区地域連携事業は、地域が主体となった積極的な取り組みである｢雄神地区かわまち

づくり計画｣に対し、国と砺波市との連携のもと積極的に支援すべく実施する事業である。

表 2-1 庄川地域連携事業の経緯

平 成
年度

20 21 22 23 24 25 26 27

庄川（雄神地区）地域連携事業

環境整備事業（国） 砺波市 全体

全体事業費 約 2.0 億円 約 1.9 億円 約 4.0 億円

事業期間 H21～H24 H20～H25 H20～H25

進捗額（H21 末） 約 0.86 億円 約 0.04 億円 約 0.9 億円

進捗率（H21 末） 約 42％ 約 1.8％ 約 23％

再評価

H21～H24
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雄神地区

図 2-9 整備事業計画図

計 画 地

利用動線

ゾーニング・動線図

水辺空間ゾーン
スポーツ、レクリェーションの拠点

として、また釣り・水遊び・自然観

察などの親水空間。

温泉・福祉施設ゾーン
温泉施設や温泉を利用した公共福祉

施設が集積している。

砺波嵐山ゾーン
自生するエドヒガンザクラやサイカ

チの保存・育成を図る。

温泉施設ゾーン
温泉施設が集約的に立地。

観光施設ゾーン
観光や特産物の情報発信基地。

松川除ゾーン
治水工事の歴史的遺産。アカマツの

補植による松並木の復元。

利用動線

庄川水記念公園

庄 川 合 口 堰 堤

松川除堤防

展 望 台

エ ド ヒ ガ ン ザ ク ラ 並 木

サ イ カ チ 群 生 地

弁 財 天 公 園

太田地区

桜づつみモデル事業

高水敷上の散策路

（庄川ふれあいロード）で結

ばれている

※ 庄川温泉や庄川水記念公園と、本計画地を含め地域が有する多様な水辺空間や観光施設、歴史、自

然との回遊性を既存の散策路や堤防天端、橋梁、ダム天端等を活用利用することで、観光客等を誘

導し、地域の魅力を向上させる。

※ 旧庄川町中心市街地に隣接しており、整備に対して地域住民から強い要望がある。
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（６）整備内容

・ 地域住民とイベント参加者の交流の場、健康増進と憩いの場として広く共有化し、更なる地域

活性化に寄与する整備を行うため、砺波市と連携して「雄神地区かわまちづくり計画」に基づ

き、周辺部にある自然・歴史資源等を活かした施設の中核をなす空間・施設として水辺空間の

整備を行う。

・ 国土交通省は高水敷整正等の基盤整備の支援を行い、砺波市はパークゴルフ場や多目的広場整

備、「松川除」松並木復元の植栽を行う。

図2-10 庄川雄神地区かわまちづくり計画 整備イメージ
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３．事業の効果

（１）事業の投資効果

※ 算出の考え方は、参考資料〔事業の投資効果〕のとおり。

金 額 摘 要

総費用（Ｃ） ４．１ 億円 現在価値化した値

建設費 ３．７ 億円 現在価値化した値

維持管理費 ０．３６ 億円 現在価値化した値

総便益（Ｂ） ５．５ 億円 現在価値化した値

費用対便益比（Ｂ／Ｃ） １．３

純現在価値化（Ｂ－Ｃ） １．４ 億円

（２）具体的な事業効果

①観光交流人口の拡大による地域活性化

今後はさらに魅力ある観光地として、今までの観光資源やイベントの拡充だけに留まらず、

地域住民等と観光客との交流の場として広

く共有化できるような水辺空間が形成され、

観光振興等に寄与するなど、地域の活性化の

ための拠点となることが見込まれる。

②地域の健康増進の場の提供

子どもから高齢者まで幅広い年代層が楽

しめるレクリエーション・スポーツ空間とし

て活用されることにより、地域住民の健康増

進に寄与することが期待される。

③地域の歴史を学ぶ場の提供

水との闘いの歴史を物語る「松川除」を復元・保全し、自然環境・歴史教育の場として

活用されるほか、地域の歴史的文化遺産を後世へ継承する。

図 3-1 庄川清流の里公園のパットゴルフ場
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（３）残事業と進捗の見込み

残事業は、国土交通省においては通路工及び「松川除」松並木保全の側帯工等の基盤整備、

共同事業者である砺波市においては水辺広場等の整備である。今後の予定箇所は、事業進捗に

伴う課題等がなく予定どおり実施できるものと考えている。

４．コスト縮減案

共同事業者である砺波市と連携を行い、市内で発生する建設発生土を側帯工の盛土材として有

効活用を図るなど、一層の建設コスト縮減に努める。

５．対応方針（原案）

雄神地区地域連携事業は、認定された「雄神地区かわまちづくり計画」に基づき、砺波市によ

る公園整備と一体で整備を行うことで、地域住民の憩いの場となる良好な水辺空間を創出すると

ともに、庄川温泉や庄川水記念公園等の観光資源と有機的に結ばれ、地域の「水文化」を活かし

た市民との交流と観光の拠点として、地域の活性化と「水文化」の伝承に資するものであり、地

元自治体等の期待が非常に大きい事業である。

従って、本事業は、継続が妥当である。

整備内容 目標年度

庄川（雄神地区）地域連携事業
・通路工

・側帯工
平成２４年度

【事業主体：砺波市】

水辺プラザ整備事業

・パークゴルフ場造成

・多目的広場

・松植栽

平成２５年度
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【河川環境整備事業の便益】

【分析手法の選定】

費用対効果分析

・河川に関わる環境整備の便益は、環境財の価値の増大がもたらす個人又は世帯の便益増大と
してとらえられる
・便益をもたらす環境の価値を「環境財の価値」といい、環境財の価値は、一般的に「利用価値」
「非利用価値」に大別される
・利用価値とは、環境を利用することによって便益をもたらすものであり、非利用価値とは、直接に
その環境を利用しない者にも便益をもたらすもので、それが存在すること自体に価値があるとされ
るものである

[ＣＶＭ法選定理由]
・ 他の手法では、市場データを設定する必要があるが、適切な設定が難しい
・ 計測対象を比較的自由に選定できる
・ 利用価値と非利用価値をあわせて総合的な便益の把握が可能である
・ 適用実績が多く検証性が良い。被験者の直感的なわかりやすさ

・「河川に係る環境整備の経済評価の手引き（試案）（H12.6河川に係る環境整備の経済評価研究
会）」では、以下の４手法の中から事業の特性に応じて選定することとなっており、今回は「ＣＶＭ
法」による便益計測を実施する

出典：「河川に係る環境整備の経済評価の手引き（試案）」

事

業

の

投

資

効

果
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【CVM（仮想市場法）】

①アンケート調査の概要

※次頁参照

標本数 ・242票を回収

アンケートの実施方法
・郵送による配布、回収
・400票を配布

ア
ン
ケ
ー
ト
票
の
作
成

支払い方法
・回答者が年収や固定資産税など年額換算される家庭の項目と
比較しやすい年払いを採用

支払い意志額の設問方法
・回答が容易で、無回答が少なく、異常値回答の影響を受けにく
い支払いカード方式を採用

対象地域

支払い意志額の判断理由

・設問と回答の意図の相違によるバイアスを排除するため、負
担金に賛同する、又は賛同しないと判断した理由を問う目的とし
た設問を設定

費用対効果分析

項 目 設 定 内 容

ＣＶＭによる費用対効果分析では、便益のおよぶ範囲を対象に行ったアンケート調査を基に、対
価として支払っても良い金額（ＷＴＰ：支払意志額）を求め、支払意思額と調査範囲内の世帯数と
の積により便益を算出する

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

支払い形態
・なじみのある支払い形態であり、直感的な理解を得やすい寄
付金を採用

事

業

の

投

資

効

果
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【雄神地区地域連携 対象範囲】

事

業

の

投

資

効

果

費用対効果分析

本事業は平成10年度の北野地区地域連携事業（多目的広場、パークゴルフ場等整備）で行った
アンケート結果を引用。便益集計範囲としては、当該地区から半径約10km圏内のかわまちづくり
申請自治体である砺波市を対象とした

位置図
庄川

庄

川

事業箇所から半径10ｋｍ圏

（H10年度CVM検討）

北野地区環境整備

雄神地区地域連携箇所

便益集計範囲（砺波市）

アンケート調査範囲
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②支払意志額の算定

③便益および費用の算定

事

業

の

投

資

効

果

費用対効果分析

アンケート調査により得られた支払意志額を基に、X軸に金額、Y軸にその金額の支払いに同意
する回答者の母集団に占める割合をとった賛同率曲線を作成し、支払意志額の代表値を算出し
た

・総便益は、支払意思額と世帯数の積を現在価値化し合計したもの
・残存価値は見込まない
・総費用は、事業費と維持管理費を現在価値化し合計したもの
・維持管理費は、治水経済調査要綱（昭和60年4月）より事業費の0.5%/年を整備後から50年間計上
・評価期間は、施設完成後50年間（治水経済調査マニュアル（案）（平成17年4月）より）
・現在価値化に用いる社会的割引率は4％（治水経済調査マニュアル（案）（平成17年4月）より）

【世帯数】

・雄神地区地域連携 165.8円／月・世帯

・雄神地区地域連携 15,120世帯
(砺波市）

※世帯数は総務省HP自治行政局 平成２１年３月末時点 市町
村別世帯数より

WTP（円／年・世帯）

賛
同
率

WTP平均値：曲線の下の面積
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